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発表者氏名・所属 タイトル

安部由紀子

北九州市立大学

国枝智樹

上智大学

柳井猛晶

東洋大学

鶴野充茂

ビーンスター株式会社

  柴山慎一、山田亜紀子、望月賢一、
  大橋行彦、吉冨太郎、堀野史郎ほか

   教育テック大学院大学、京都精華大学、
   富山大学、ブリッジ戦略研究所、
   日本気象協会、Matlantis

  松尾のどか、飯泉里凰、上村郁乃、
  植田紗良、川田夢希、久保夏椰乃、
  濱井美虹、藤田千鶴、美野あおい、
  見山謙一郎(指導教授)

昭和女子大学人間社会学部現代教養学科３年
見山ゼミ

吉野ヒロ子

帝京大学文学部社会学科

粟津重光

関西部会

本正凜、国枝智樹

上智大学文学部新聞学科、上智大学

伊吹勇亮

関西大学

山下秀男

日本広報学会中四国部会

長野久美子

日本広報学会中部部会

松田香里

九州部会

CEOアクティヴィズムとサステナビリティ広報における社会的信頼の構築
——日本企業の国際広報への示唆

理論研究部会2026活動報告（2025年11月～2026年10月）
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社会構成主義的グラウンデッド・セオリーを用いた「広報という仕事」の研究

デジタル・コミュニケーション部会 活動報告

「経営と広報研究会」の紹介と研究計画

Z世代の情報行動観察からの情報行動分析～情報感情からの情報行動の
考察

ネット炎上参加に対する暴露系インフルエンサーの影響力
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中部部会の活動について

《広報羅針盤》九州部会が選んだ事例と理論のハイブリッド・レビュー

8 日本広報学会関西部会実施報告

企業公式XにおけるESGコミュニケーション
―発信テーマ・コミュニケーション手法とエンゲージメントの関係―

広報実務における「違和感」の感知と対応
：学会助成研究B2026年度中間報告

地域に根ざした広報実践の対話の場づくり
 ― 日本広報学会中四国部会 2025年度の活動と2026年度の展望 ―
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